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第１ 監査の概要 

 

 １ 監 査の種類   財政援助団体監査 

 ２ 監 査 対 象   四日市花火大会実行委員会 

商工農水部観光・シティプロモーション課（財政援助に関する事務の所

管所属） 

 ３ 事前調査期間   平成２９年１２月１４日から平成３０年１月１５日まで 

 ４ 監 査 期 間   平成３０年１月１６日 

 ５ 監査対象年度   平成２８年度 

 ６ 監査対象事項   補助金に関する出納その他の事務 

 ７ 監 査 方 法   財政的援助に係る関係帳票の整備・記帳及び証拠書類の保存は適切か、

会計経理は適正に行われているか、事業は十分効果が上げられているかに

重点をおいて、関係帳票・証拠書類等の抽出調査及び監査調書に基づく質

問等により行った。 

            また、所管所属に対し、補助金等の効果及び条件の履行確認はなされて

いるか、財政援助団体に対する指導は適切になされているかに重点をおい

て、関係帳票、証拠書類等の抽出調査、監査調書に基づく質問等により行

った。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

 １ 補助金の名称    四日市花火大会事業補助金 

 

 ２ 補助金交付額    ２４，６００，０００円 

 

 ３ 補助金の交付目的   夏の風物詩として、四日市のイメージの高揚と街の活性化を目的に

開催される「四日市花火大会」に対して、その開催に要する経費の一

部を補助することを目的とする。 

 

 ４ 補助金の交付根拠  四日市市補助金等交付規則  

四日市花火大会事業補助金交付要綱（以下「補助金交付要綱」という。） 

 

 ５ 補助金の概要 

 （１）交付申請（補助金交付要綱第４条） 

ア 申請日  平成２８年４月１日 

イ 申請書類 補助金交付申請書 

（添付書類：事業計画、予算書等） 

（２）交付決定（補助金交付要綱第５条） 

ア 交付決定日 平成２８年４月１日 

イ 書 類   補助金交付決定通知書 



 - 2 - 

（３）計画変更承認申請（補助金交付要綱第６条第 1 項） 

ア 申請日   平成２８年１２月８日 

イ 申請書類  計画変更承認申請書 

（４）変更決定（補助金交付要綱第６条第２項） 

ア 変更決定日 平成２８年１２月８日 

イ 書 類   補助金変更決定通知書 

（５）実績報告（補助金交付要綱第８条） 

ア 報告日   平成２９年３月２９日 

イ 書 類   実績報告書 

         （添付書類：事業報告、決算書等） 

（６）補助金交付 ２４，６００，０００円 

            ・第１回 ２０，０００，０００円（平成２８年 ６月 １日支払） 

            ・第２回  ４，６００，０００円（平成２８年 ９月１２日支払） 

  

第３ 監査の結果 

 

   四日市花火大会実行委員会に対する補助金の出納及び出納に関連する事務並びに所管所属の

本事業に対する指導状況等について監査した結果、次の指摘事項及び意見のとおり、是正又は

改善を要するものなどが見受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意する

とともに、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく通知されたい。 

 

 １ 指摘事項 

 

【四日市花火大会実行委員会】 

（１）支出事務について 

賠償責任保険料及び興行中止保険料の支出において、支払命令書の金額が、免除された振

込手数料分を含んだ額となっていたため、実際に支出した金額と異なっていた。請求内容を

十分確認するとともに、不備のない適切な事務処理を行うこと。 

 

【商工農水部観光・シティプロモーション課】 

（１）補助金交付事務について 

補助金交付に係る一連の申請に係る審査において、補助対象経費の費目について、補助金

交付要綱の規定上、「事業諸費」として審査すべき興行中止保険を「事務諸費」として審査を

していた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 
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 ２ 意  見 

 

【四日市花火大会実行委員会】 

（１）委託業務について 

  ア 委託契約の締結に際して随意契約によるものが多く、また、打上げ花火業者は第１回大会

当初から変わっていない。業者の選定を含め契約方法において、その公平性と透明性を確保

できるような契約システムを早急に整備すること。             【改善事項】 

  イ 多くの業務を委託しているが、その業務内容を精査し、原価などを把握することにより、

受託業者との契約交渉を厳正なものとし、委託業務の適正化及び委託料の削減につなげるこ

と。                                  【改善事項】 

（２）補助金の交付請求について 

    花火大会開催に係る費用の大半は花火大会実施後の９月に支出しているにもかかわらず、

花火大会実施前である６月に補助金額の約８割に相当する額の交付請求を行っている。事業

を行うに当たっては資金計画を立て、それに基づき適切な時期に補助金の交付請求を行うこ

と。                                  【改善事項】 

 （３）大会運営について 

  ア 花火大会当日の会場周辺の交通状況は大変混雑をする。これが原因で花火の観賞を諦める

市民もいるものと思われる。会場から離れた高台のところに観覧席を設けるなど、会場へ足

を運ばなくても花火を楽しめる方法を検討すること。            【要望事項】 

イ 花火大会の開催は平成２９年度に３０回を迎えた。これを一つの節目として、他の花火大

会の取組事例を調査して、開催時期は適当か、学校開放等による観覧場所の増設はできない

か、会場へのよりスムーズなアクセス方法はないか、打上げ花火数を増やし規模を拡大でき

ないかなどについて検討し、より良い特色ある花火大会となるように企画運営に取り組むこ

と。                                  【要望事項】 

 （４）協賛金の確保について 

    これまで以上に観覧者に感動を与える花火大会にしていくためには、事業費の充実を図る

必要があり、それに伴い協賛金の確保も重要となる。より多くの協賛金の確保に向けて様々

な努力をしていくこと。                         【要望事項】 

 （５）観覧者のマナー向上のための啓発について 

    観覧席の早期の場所取りを行ったり、ごみを放置していったりするマナーのよくない観覧

者が少なからず存在する。観覧者のマナー向上のための啓発に取り組み、より多くの観覧者

が快適な環境のもとで花火を楽しめるようにすること。           【要望事項】 

 （６）謝礼金の支払について 

    会場に近接する公園において自治会が行う警備に対して謝礼金を支払っているが、契約書

などの書面の取り交わしを行っていない。金銭の授受が伴うものであり、相手方との関係を

明確なものとしておくために、契約書などの書面の取り交わしについて検討すること。 

                              【要望事項】 
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【商工農水部観光・シティプロモーション課】 

 （１）実行委員会方式による大会の運営について 

    四日市花火大会は、本市及び他の行政機関、観光協会、地元自治会などの団体からなる実

行委員会組織によって運営がなされており、当所属がその事務局となっている。 

実行委員会方式をとっているために事業執行に当たっての契約行為や会計処理につき透明

性に欠ける部分が生じている。また、事故が発生したときの責任負担について、構成員間に

おいて必ずしも明確化されていない。 

一方で、実行委員会方式とはいうものの、大会の運営は構成員の協働ではなく本市の主動

となっている。 

このような実態を踏まえ、これからも実行委員会方式で大会を運営していくことが適切な

のか、見直しも含めて検討すること。                   【改善事項】 

 （２）補助金交付事務について 

補助金の支払について、２回に分割して概算払を行っている。それぞれの支払の時期及び

金額の根拠が起案文書において明らかにされていなかった。補助金交付の相手方に対して資

金計画書の提出を求めるなどして、支払の時期及び金額の根拠を明確なものとし、それを起

案文書に記録すること。                         【改善事項】 


